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「聴
く
、
話
す
」
両
方

の
能

力
が
要
求
さ
れ
る
。

「読
む
」
能
力
は
、
学
生
時
代
に
あ

る
程
度
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

科
学
的
文
章
表
現
作
成
に
は
理
工
系
以

外
の
人
に
は
、
あ
ま
り
縁
が
少
な
か

っ

）

た
の
で
は
な
い
か
。

特
に
日
本
語
の
特
徴
は

「主
語
を
は

っ
き
り
さ
せ
な
い
の
が
良
い
日
本
語
」

で
あ
り
、
英
語
で
は
、
「主
役
が
明
記

さ
れ
て
い
る
の
が
、
良
い
英
語
」
で
あ

る
。
英
語
で
は
常
に
主
語
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
、
主

語
の
な
い
会
話
は
あ
り
え
な
い
。

Ⅱ
。
英
語
と
日
本
語
の
違
い
は
？

１
．
日
本
で
は
自
分
の
気
持
ち
を
控
え

目
に
表
現
す
る

こ
と
が
多
い
が
、

英
語
で
は
自
己

を
直
接
的
に
表

現
す
る
こ
と
が

多
い
。

．
日
本
語
の
場

合
、
結
論
を
最

後
に
述
べ
た
り
、

あ
る
い
は
明
確

に
し
な
い
場
合

が
多
い
が
、
英

語
は
結
論
を
先

に
述
べ
、
そ
の

後
に
具
体
的
に

論
理
的
に
説
明

す
る
場
合
が
多
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３
．
日
本
語
は
（主
語
）
＋
目
的
語
十
動

詞
の
形
が
多

い
が
、
英
語
は
主
語
＋

動
詞
＋
目
的
語
の
形
が
多

い
。

４
．
日
本
語
は
語
順
を
変
え
て
も
、
あ

る
程
度
は
理
解
で
き
る
が
、
英
語
の

場
合
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
り
、
意

味
が
違

っ
て
く
る
場
合
が
多
い
。
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『日英比較言語学入門』(大修館)

英語 日本語

考え方 自主的・合理的 受容的 。忍従的

対自然 対等→支配的 従属的→点景

中′亡ヽ点 主体の行為 場面・雰囲気

表現原理 論理性・抽象性 気分性・具体性

表現形式 遠心的・外交的 求心的・内向的

表現性格 動的・積極的 静的・消極的

語順 主語→述語→ 目的 修飾語→述語

文の中心 主語 (文頭 ) 述語(文末)

英語と日本語のアクセン トの違い

言語種 アクセント 母音

英語 強弱が繰 り返 される 少なし

日本語 高低 多い
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